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８
月
３
日
、
巴
波
川
幸
来

橋
周
辺
に
お
い
て
、「
鎮
魂
線

香
花
火
・
平
和
祈
願
灯
ろ
う

流
し
」
を
開
催
し
た
。

　

栃
木
の
蔵
の
街
並
み
を
活

か
し
た
夏
の
風
物
詩
と
な
り

つ
つ
あ
る
イ
ベ
ン
ト
は
、
先

祖
を
供
養
す
る
と
共
に
、
世

界
平
和
や
明
る
い
未
来
を
祈

願
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

実
施
し
て
い
る
。

　

開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、

荒
金
会
頭
の
主
催
者
挨
拶
に

続
き
、
大
川
市
長
よ
り
期
待

の
こ
と
ば
を
い
た
だ
い
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
、
は
じ
め
に

巴
波
川
の
両
岸
に
下
り
立
っ

た
小
学
生
約
180
名
の
参
加
者

が
、
荒
金
会
頭
・
大
川
市
長

の
合
図
に
あ
わ
せ
線
香
花
火

に
火
を
灯
し
、
夕
暮
れ
時
の

水
面
に
美
し
い
光
景
を
醸
し

出
し
た
。

　

そ
の
後
、
参
加
者
が
そ
れ

ぞ
れ
の
願
い
を
込
め
て
作
成

し
た
灯
ろ
う
を
川
面
に
浮
か

べ
、
会
場
が
一
体
と
な
り
青
・

黄
色
の
ペ
ン
ラ
イ
ト
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ラ
イ
ト
を

音
楽
に
合
わ
せ
ゆ
っ
く
り
と

揺
ら
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
川
面
に

映
る
花
火
が
綺
麗
だ
っ
た
。

ま
た
来
年
も
開
催
し
て
ほ
し

い
。」「
子
ど
も
と
一
緒
に
良

い
夏
の
思
い
出
が
作
れ
た
。」

「
花
火
や
灯
ろ
う
流
し
が
と
て

も
幻
想
的
で
心
が
癒
さ
れ

た
。」等
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
同
会
場
で
は
、
蔵

の
街
遊
覧
船
に
よ
る
「
水
上

の
音
楽
」、
湊
町
自
治
会
に
よ

る「
百
八
灯
流
し
」も
行
わ
れ
、

多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
っ
た
。

　

今
後
も
、
栃
木
市
の
夏
の

夜
を
彩
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

定
着
し
、
永
く
愛
さ
れ
る
よ

う
継
続
し
て
ま
い
り
た
い
。

開会セレモニー　点灯の合図

灯ろう流し 線香花火
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福利厚生制度の充実を‼…各種制度取扱
【商工会議所】ビジネス総合保険制度・業務災害補償制度・
サイバーリスク保険制度・団体保険ナイスパートナー
【法人会】経営者大型保障制度・ハイパー任意労災・ハイパー
メディカル・ハラスメントガード等　取扱店

保険クラスターとちぎ蔵の街支店

栃木市嘉右衛門町5-15(有)ヴィーヴル総研 

 

開
催
日　

７
月
28
日
㈪　

出
席
者　

６
名

報
告
事
項

⑴
令
和
７
年
度 

提
言
・
要

　

望
事
項

⑵
米
国
関
税
措
置
等
に
伴

　

う
影
響
予
測
調
査
（
第

　

１
弾
）
結
果

⑶
議
員
団
・
経
営
政
策
委

　

員
会
共
催
視
察
研
修

協
議
事
項

⑴
令
和
７
年
度
事
業
計
画
・

　

収
支
予
算 

⑵
令
和
８
年
度
提
言
・
要

　

望
事
項
（
案
）

 

開
催
日　

７
月
30
日
㈬　 　

一
号
議
員
の
㈱
Ｈ
ａ
ｖ
ａ
ｎ
ａ

ｓ
の
職
務
執
行
者
が
、
寺
内
治
雄

氏
か
ら
寺
内
雄
嗣
氏
に
、
７
月
25

日
付
で
変
更
と
な
っ
た
。

出
席
者　

７
名

協
議
事
項

⑴
春
季
会
員
増
強
・
福
祉

　

制
度
共
済
キ
ャ
ン
ペ
ー

　

ン
報
告

⑵
令
和
７
年
度
会
員
ゴ
ル

　

フ
大
会 

⑶
令
和
７
年
度
会
員
旅
行 

⑷
課
題
事
項
の
調
査
研
究

開
催
日　

８
月
26
日
㈫　

出
席
者　

８
名

　
　
　
　
（
他
、Y
E
G
５
名
）

協
議
事
項

⑴
ロ
ー
カ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト

　

な
ま
ち
づ
く
り

⑵
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か

　

し
た
新
た
な
サ
ー
ビ
ス

　

事
業
進
捗

　

各
部
会
に
お
い
て
、
２
号

議
員
部
会
推
薦
者
の
選
任

と
、
１
号
議
員
部
会
所
属
立

候
補
者
に
つ
い
て
協
議
し

た
。

◇
商
業
部
会

　

開
催
日　

８
月
19
日
㈫

　

出
席
者　

６
名

◇
金
融
・
理
財
部
会

　

開
催
日　

８
月
20
日
㈬

　

出
席
者　

７
名

◇
食
品
部
会

　

開
催
日　

８
月
25
日
㈪

　

出
席
者　

５
名

◇
サ
ー
ビ
ス
部
会

　

開
催
日　

８
月
25
日
㈪

　

出
席
者　

６
名

◇
工
業
部
会

　

開
催
日　

８
月
25
日
㈪

　

出
席
者　

７
名

◇
建
設
部
会

　

開
催
日　

８
月
26
日
㈫

　

出
席
者　

13
名

　

８
月
19
日
、
役
員
23
名
の

出
席
の
も
と
、
常
議
員
会
を

開
催
し
た
。

　

は
じ
め
の
報
告
事
項
で

は
、
議
員
職
務
執
行
者
変
更

の
件
、
第
35
期
３
号
議
員
と

正
副
部
会
長
選
任
の
件
、
各

委
員
会
・
議
員
幹
事
団
の
活

動
の
件
が
、
報
告
さ
れ
た
。

　

続
い
て
の
議
案
審
議
で

は
、
新
規
会
員
の
入
会
承
認

の
件
と
、
第
35
期
２
号
議
員

の
部
会
割
当
の
暫
定
数
に
つ

い
て
審
議
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

原
案
の
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　

常
議
員
会
で
の
決
定
に
よ

り
、
第
35
期
通
常
議
員
選
挙

が
今
後
進
め
ら
れ
て
い
く
こ

と
と
な
る
。

　

８
月
20
日
、
第
２
回
選
挙
委
員

会
を
開
催
し
た
。

　

関
口
委
員
長
の
議
事
進
行
に
よ

り
、
３
号
議
員
選
任
の
件
、
通
常

議
員
選
挙
選
任
公
告
（
案
）
の

件
、
選
挙
人
名
簿
の
確
認
の
件
、

通
常
議
員
選
挙
の
投
票
入
場
券
作

成
の
件
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
原
案
の
通
り
承
認
さ
れ
、

同
日
付
で
以
下
を
公
告
し
た
。

○
公
告
第
一
号　

　
選
挙
人
名
簿
縦
覧
期
間
・
異
議

　
申
立
期
間
の
件

１
．
期
間　

　
　

令
和
７
年
８
月
20
日
〜
27
日

２
．
縦
覧
場
所　

栃
木
商
工
会
議
所

○
公
告
第
二
号　

　
１
号
議
員
選
挙
公
告
の
件

１
．
選
挙
の
期
日　

　
　

令
和
７
年
９
月
29
日

２
．
投
票
所　

栃
木
商
工
会
議
所

３
．
１
号
議
員
の
定
数 

36
名

○
公
告
第
三
号　

　
３
号
議
員
決
定
の
件（
五
十
音
順
）

・
㈱
関
東
エ
コ
リ
サ
イ
ク
ル

・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
㈱

・
サ
ン
ト
リ
ー
㈱
栃
木 

梓
の
森
工
場

・
滝
沢
ハ
ム
㈱

・
舘
野
建
設
㈱

・
栃
木
市
商
店
会
連
合
会

・
栃
木
信
用
金
庫

・
㈱
ニ
ッ
コ
ー
ク
リ
エ
ー
ト

・
ひ
ざ
つ
き
製
菓
㈱

・
日
立
グ
ロ
ー
バ
ル
ラ
イ
フ

　

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
㈱

議
員
職
務
執
行
者
変
更
の
お
知
ら
せ

常
設
委
員
会
開
催
報
告

部
会
開
催
報
告

常
議
員
会
を
開
催

第
２
回
選
挙
委
員
会
を
開
催

寺
内
　
雄
嗣 

氏

て
ら
う
ち

ゆ
う
じ

〇
第
１
回
経
営
政
策
委
員
会

〇
第
２
回
総
務
組
織
委
員
会

〇
第
２
回
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
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栃
木
市
商
工
経
済
団
体
連

絡
協
議
会
（
荒
金
憲
一
会

長
）
で
は
、
市
内
企
業
の
人

材
確
保
を
目
的
に
、
８
月
21

日
、
就
活
交
流
会
を
開
催
し

た
。

　

交
流
会
は
２
部
構
成
で
行

わ
れ
、
第
１
部
で
は
、
参
加

企
業
13
社
が
自
社
の
事
業
概

要
や
特
徴
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
す
る

プ
レ
ゼ
ン
を
行
っ
た
。
第
２

部
で
は
、
各
企
業
が
設
け
た

ブ
ー
ス
に
参
加
学
生
が
自
由

に
訪
問
し
、
よ
り
詳
細
な
業

務
内
容
や
採
用
後
の
様
子
な

ど
の
説
明
を
受
け
た
。

　

参
加
し
た
学
生
か
ら
は
、

「
市
内
企
業
を
知
る
き
っ
か

け
と
な
っ
た
」
「
若
手
社
員

か
ら
生
の
声
を
聞
く
こ
と
が

で
き
た
」
「
参
加
し
て
良

か
っ
た
」
な
ど
の
声
が
寄
せ

ら
れ
た
。

　

羽
田
空
港
ア
ク
セ
ス
線
（
仮
称
）
は
、
羽
田
空
港
へ
の
利
便

性
を
多
方
面
か
ら
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
Ｊ
Ｒ
東

日
本
が
計
画
し
て
い
る
新
た
な
鉄
道
路
線
で
あ
る
。

　

そ
の
中
に
は
、
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
線
、
Ｊ
Ｒ
高
崎
線
、
Ｊ
Ｒ
常
磐

線
方
面
か
ら
羽
田
空
港
へ
の
直
通
運
転
を
可
能
に
す
る
計
画
も

含
ま
れ
、
'31
年
の
開
業
が
目
指
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
東
武
日
光
線
が
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
線
（
上
野
東
京
ラ
イ

ン
）
の
ア
ク
セ
ス
線
を
経
由
し
、
羽
田
空
港
ま
で
の
直
通
運
転

が
実
現
す
る
こ
と
で
、
沿
線
地
域
の
住
民
や
観
光
客
、
ビ
ジ
ネ

ス
利
用
者
に
と
っ
て
の
利
便
性
が
大
幅
に
向
上
し
、
地
域
経
済

の
活
性
化
や
国
際
競
争
力
の
強
化
に
も
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
東
武
日
光
線
沿
線
自
治
体
で
あ

る
栃
木
市
、
鹿
沼
市
、
日
光
市
の
３
市
及
び
経
済
団
体
で
あ
る

商
工
会
議
所
・
商
工
会
が
連
携
し
、
「
東
京
都
心
・
羽
田
空
港

直
通
電
車
推
進
期
成
同
盟
会
」
を
結
成
し
、
令
和
７
年
３
月

に
、
関
係
す
る
鉄
道
事
業
者
に
対
し
要
望
活
動
を
実
施
し
て
い

る
。

　

今
後
も
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
目
的
達
成
に
向
け

積
極
的
に
活
動
を
進
め
て
い
く
。

地
域
産
業
発
展
の
た
め
の

産
業
振
興
施
策
推
進
を
要
望

就
活
交
流
会
を
開
催

　

栃
木
市
商
工
経
済
団
体
連
絡
協
議
会

（
荒
金
憲
一
会
長
）
で
は
、
８
月
６
日
、

栃
木
市
の
大
川
市
長
を
訪
問
し
、「
地

域
経
済
発
展
の
た
め
の
産
業
振
興
施
策

に
関
す
る
要
望
書
」
を
提
出
し
た
。

　

市
内
の
商
工
業
者
に
は
、
厳
し
い
経

営
環
境
が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地

域
に
根
差
し
た
経
済
団
体
で
あ
る
当
協

議
会
が
、
会
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
支
援

制
度
や
支
援
策
の
拡
充
、
雇
用
・
人
材

育
成
対
策
、
地
域
の
活
性
化
に
関
す
る

要
望
事
項
を
取
り
ま
と
め
、
栃
木
市
に

お
い
て
、
よ
り
一
層
の
取
り
組
み
の
推

進
を
お
願
い
し
た
い
と
陳
情
し
た
。

Ⅰ
．
中
小
・
小
規
模
事
業
者
対
策

　

①
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
持
続
可
能
な
経
営
環
境
整
備
と
地
域
経

　
　

済
の
安
定
化
に
向
け
た
包
括
的
支
援
に
つ
い
て
【
６
項
目
】

　

②
脱
炭
素
社
会
・
資
源
循
環
型
経
済
の
実
現
に
向
け
て
【
４
項
目
】

　

③
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
デ
ジ
タ
ル
化
支
援
の
推
進
【
３
項
目
】

Ⅱ
．
雇
用
・
人
材
育
成
対
策

　

④
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
人
材
確
保
と
持
続
可
能
な
雇
用
環
境
の

　
　

整
備
に
向
け
て
【
６
項
目
】

Ⅲ
．
産
業
振
興

　

⑤
都
市
計
画
区
域
の
柔
軟
な
見
直
し
と
地
域
産
業
の
持
続
的
発
展
に

　
　

向
け
た
制
度
改
正
に
つ
い
て
【
１
項
目
】

　

⑥
東
京
都
心
・
羽
田
空
港
直
通
乗
入
の
更
な
る
推
進
に
つ
い
て
【
１

　
　

項
目
】

　

⑦
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
建
設
に
係
る
地
元
企
業
の
優
先
的
活
用

　
　

と
地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
の
最
大
化
に
つ
い
て
【
１
項
目
】

Ⅳ
．
商
工
会
・
商
工
会
議
所
支
援

　

⑧
商
工
団
体
の
支
援
力
強
化
の
拡
充
支
援
【
１
項
目
】

【
東
京
都
心・羽
田
空
港
直
通
電
車
推
進
期
成
同
盟
会
】

東
武
日
光
線
に
よ
る
東
京
都
心・羽
田
空
港
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
直
通
運
転
に
向
け
た
活
動

要
望
事
項
（
８
分
類
23
項
目
）
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【
問
い
合
わ
せ
先
】
中
小
企
業
相
談
所　

℡
23
-３
１
３
１

【
問
い
合
わ
せ
先
】
中
小
企
業
相
談
所　

℡
23
-３
１
３
１

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

中
小
企
業
相
談
所　

℡
23
-３
１
３
１

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

栃
木
市
健
康
増
進
課

　
　
　
　

℡
25
-３
５
１
１

【
問
い
合
わ
せ
先
】
総
務
課　

℡
23
-３
１
３
１

企
業
サ
ポ
ー
ト
情
報

補
助
金
情
報

【
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金（一般
型
通
常
枠
）】

　

お
客
様
の
く
ち
コ
ミ
を
活
用
し
て
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

の
認
知
度
や
購
買
力
を
ア
ッ
プ
！

　

来
店
し
た
お
客
様
か
ら
、
自
身
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
ア
ッ
プ
し

て
い
た
だ
き
、
お
店
や
商
品
を
Ｐ
Ｒ
！

　

く
ち
コ
ミ
を
活
用
す
る
た
め
の
メ
リ
ッ
ト
や
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
な
ど
、
集
客
の
ポ
イ
ン
ト
を
お
伝
え
い
た
し
ま

す
。

■
日
時　

10
月
３
日
（
金
）
14
時
〜
16
時

■
会
場　

当
所
会
議
室

■
対
象　

当
所
会
員
事
業
所

※
詳
細
・
申
込
は
、
８
月
号
折
込
チ
ラ
シ

　

ま
た
は
、Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

当
会
議
所
で
は
、
会
員
企
業
の
経
営
課
題
の
解
決
の
お
手
伝

い
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
内
容
に
応
じ
て
専
門
相
談
員
に
よ

る
相
談
会
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

※
専
門
家
相
談
に
つ
き
ま
し
て
は
、
い
ず
れ
も
事
前
予
約
が
必

　

要
と
な
り
ま
す
。

■
経
営
よ
ろ
ず
相
談
会

開
催
日　

９
月
16
日
（
火
） 

　
　
　
　

10
月
７
日
（
火
）

相
談
員　
栃
木
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

　
　
　
　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

■
事
業
承
継
相
談
会

開
催
日　

９
月
24
日
（
水
）

相
談
員　

栃
木
県
事
業
承
継

　
　
　
　
・引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

■
金
融
相
談　
　
　
　
　
　
　

開
催
日　

10
月
９
日
（
木
） 

相
談
員　

日
本
政
策
金
融
公
庫

　
　
　
　
佐
野
支
店
国
民
生
活
事
業

■
知
的
財
産
権
相
談
会

開
催
日　

11
月
14
日
（
金
）

相
談
員　
（
公
財
）
栃
木
県
産

　
　
　
　

業
振
興
セ
ン
タ
ー

　

栃
木
市
で
は
、
市
と
共

に
普
段
か
ら
、
従
業
員
や

市
民
等
に
か
ら
だ
を
動
か

す
こ
と
を
推
進
し
、
健
康

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
け
る
市
内
に
所
在
す

る
事
業
所
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

エ
ク
サ
ビ
ズ
は
、
職
場

を
中
心
と
し
た
普
段
の
生

活
の
中
に
少
し
の
工
夫
を

取
り
入
れ
、
か
ら
だ
を
動

か
す
機
会
を
増
や
し
健
康

づ
く
り
を
行
う
取
り
組
み

で
す
。

　

事
業
詳
細
や
申
込
み
方

法
等
は
、
二
次
元
コ
ー
ド

を
読
み
取
り
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　

地
域
の
雇
用
や
産
業
を
支
え
る
小
規
模
事
業
者
等
の
生
産
性

向
上
と
持
続
的
発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
小
規
模
事
業
者

等
が
直
面
す
る
制
度
変
更
等
に
対
応
す
る
た
め
の
販
路
開
拓
の

取
組
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

■
補
助
上
限
額
、
補
助
率　

50
万
円
（
補
助
率
２
／
３
）

■
特
例　

⑴
イ
ン
ボ
イ
ス
特
例　

50
万
円
上
乗
せ

　
　
　
　

⑵
賃
金
引
上
げ
特
例　

150
万
円
上
乗
せ

※
賃
金
引
上
げ
特
例
の
内
、
赤
字
事
業
者
は
補
助
率
３
／
４

■
公
募
期
間　

10
月
３
日
（
金
）
〜
11
月
28
日
（
金
）
17
時

※
事
業
支
援
計
画
書
発
行
受
付
締
切
11
月
18
日
（
火
）

※
今
後
、
内
容
が
変
更
と
な
る
場
合
が

　

あ
り
ま
す

　

会
員
皆
様
へ
の
日
頃
の
感
謝
と
、
会
員
相
互
の
交
流
を

目
的
に
、
会
員
旅
行
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
を
開
催
い
た
し

ま
す
。

■
開
催
日　

10
月
22
日
（
水
）

■
対　

象　

会
員
事
業
所
の
役
員
・
事
業
主
・
従
業
員

■
定　

員　

先
着
35
名
（
１
事
業
所
２
名
様
ま
で
）

■
見
学
地　

山
梨
県
甲
府
市

　
　
　
　
　
（
武
田
神
社・酒
折
ワ
イ
ナ
リ
ー
・
甲
州
夢
小
路
）

■
会　

費　

会
員
事
業
所
役
員
・
従
業
員 

１
万
２
千
円

　
　
　
　
　

但
し
、
う
ず
ま
共
済
加
入
者 

１
万
円

　
　
　
　
　

※
う
ず
ま
共
済
加
入
者
の
会
費
は
、
参
加
者

　
　
　
　
　

ご
本
人
の
加
入
に
限
り
ま
す
。

■
申
込
方
法　
前
月
号
折
込
チ
ラ
シ
の
申
込
書
に
、
必
要
事

　
　
　
　
　

項
を
ご
記
入
の
上
、
窓
口
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に

　
　
　
　
　

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〔
会
員
還
元
事
業
〕日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
の
ご
案
内

＜HP＞

〜
紹
介
が
紹
介
を
呼
ぶ
！
〜

く
ち
コ
ミ
集
客
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内

栃
木
市
エ
ク
サ
ビ
ズ

協
力
事
業
所
を

募
集
し
て
い
ま
す
！

エ
ク
サ（
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
）

+
ビ
ズ（
ビ
ジ
ネ
ス
）

＝
エ
ク
サ
ビ
ズ
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ストレスが重なったり、悩みが続くと誰でも『こころの病気』にかかる可能性が

あります。こころの病気は自殺と関係が深いことが分かっています。

ひとりで悩みを抱えていることは、とてもつらいことです。自分自身のことや、

心配なご家族について、まずは相談してみませんか？

問合せ先：栃木市健康増進課 0282－２５－３５１1
栃木県栃木健康福祉センター 0282－２２－４１２１

『こころの相談窓口のご案内』
（栃木市 ）につながります。©2014 栃木市とち介

こころの相談窓口について ９月１０日～１６日は自殺予防週間です🌼🌼

　

当
所
で
は
、
知
的
財
産
で
あ
る
地
域
団
体
商
標
「
出
流
そ

ば
」
の
Ｐ
Ｒ
を
通
じ
、
地
域
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
レ
デ
ィ
オ
ベ
リ
ー
（
Ｆ
Ｍ
栃
木
）
に

お
い
て
、
ラ
ジ
オ
Ｃ
Ｍ
を
放
送
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

【
周
波
数
】
76.4 

MHz

【
内　

容
】

 

①
出
流
そ
ば
20
秒
Ｃ
Ｍ

 　

時
間
帯：月
曜
日
６
時
台・水
曜
日
７
時
台

　
　
　
　
　

金
曜
日
16
時
台
、
17
時
台

　 

②
交
通
安
全
Ｃ
Ｍ（
ク
レ
ジ
ッ
ト
Ｃ
Ｍ
）

　

 

時
間
帯
：
不
定
期

　

栃
木
市
に
お
い
て
、
市
内
で
創
業
を
目
指
す
方
や
、
創
業
後

間
も
な
い
方
、
新
分
野
へ
の
進
出
や
新
事
業
展
開
を
考
え
て
い

る
方
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
広
く
募
集
し
、
新
規
性
や
実
現

可
能
性
等
に
お
い
て
特
に
優
秀
な
プ
ラ
ン
を
表
彰
し
、
奨
励
金

を
贈
呈
す
る
コ
ン
テ
ス
ト
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
コ
ン
テ
ス
ト
の
一
環
と
し
て
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
能
力
の
向
上
を
図
る
セ
ミ
ナ
ー
や
、
若
手
経
営
者
と
の
意
見

交
換
会
等
が
開
催
さ
れ
、
参
加
者
に
寄
り
添
っ
た
支
援
が
行
わ

れ
ま
す
。

　

ベ
ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
、「
福
祉
制
度
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
10
月
１
日
か
ら
11
月
30
日
に
実
施
い
た
し
ま
す
。
本
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
は
『
商
工
会
議
所
福
祉
制
度
』
を
会
員
の
皆
様
に
ご
理

解
い
た
だ
き
、
会
員
事
業
所
の
福
祉
向
上
に
お
役
立
て
い
た
だ

く
こ
と
を
主
な
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
『
商
工
会
議
所
福
祉
制
度
』
は
、
経
営
者
・
役
員
の
保
障
や

退
職
準
備
他
、
入
院
・
介
護
・
老
後
に
備
え
た
様
々
な
保
障
ニ
ー

ズ
に
お
応
え
す
る
も
の
で
す
。

　

商
工
会
議
所
職
員
と
ア
ク
サ
生
命
保
険
株
式
会
社
の
担
当
社

員
が
お
伺
い
し
た
際
に
は
、
是
非
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

※「
ベ
ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
」
は
、
商
工
会
議
所
共
済
制
度
・
福

祉
制
度
の
普
及
・
推
進
を
目
的
と
し
全
国
各
地
の
商
工
会
議
所

お
よ
び
ア
ク
サ
生
命
保
険
株
式
会
社
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
る

組
織
で
す
。

　

当
所
と
出
流
観
光
会
の
共
催
に
よ
る

「
出
流
そ
ば
」
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
（
当
所

ニ
ュ
ー
ス
８
月
号
に
掲
載
）
の
景
品
が

オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
に
決
定

し
た
。
イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
の
薄
紫
で
彩

り
と
新
し
い
ロ
ゴ
を
使
用
し
、
触
り
心

地
の
良
い
大
阪
府
の
泉
州
タ
オ
ル
に
て

製
造
し
て
い
る
。「
出
流
そ
ば
」
に
関
す

る
グ
ッ
ズ
の
製
作
は
初
め
て
の
試
み
で
、

当
面
は
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
景
品
と
し

て
の
配
付
と
な
る
が
、
今
後
当
地
の
土

産
品
等
と
し
て
の
活
用
も
視
野
に
い
れ

て
い
る
。

　

こ
う
し
た
周
知
活
動
を
通
し
、
地
域
の
名
産
品
の
発
掘
や

ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
、知
財
経
営
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

【
詳
細
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

栃
木
市　
　

　

商
工
振
興
課　

中
小
企
業
支
援
係

　
　
　
　
　
　

  　

℡
21
-２
７
５
９

A3
A－B

栃
木
市
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　
開
催
の
お
知
ら
せ

『
商
工
会
議
所
福
祉
制
度
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』

　
　
　
　
　
　
　
　
実
施
の
お
知
ら
せ

Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
Ｃ
Ｍ
放
送
開
始

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
追
加
情
報

＜20秒ＣＭ＞＜交通安全ＣＭ＞
＜オリジナルタオルイメージ＞ ※ＱＲ読込で試聴可

【
問
い
合
わ
せ
先
】
会
員
振
興
係 

℡
23
-３
１
３
１

地
域
団
体
商
標「
出
流
そ
ば
」の
活
用
に
向
け
て
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女性経営者会NEWS
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青年経営者会NEWS

８月例会「蔵の街サマーフェスタ2025 ~ とちぎの夏、繋がり続ける~」を主催
　８月２日・３日の２日間、とちぎ山車会館前広
場を中心に蔵の街サマーフェスタを開催し、延べ
7万人の市民や観光客で賑わいをみせた。
　オープニングセレモニーでは、松島実行委員長
（当会々長）の挨拶にはじまり、大川市長、荒金
会頭、梅澤市議会議長、茂木衆議院議員等のご来
賓より期待と激励の祝辞が述べられた。
　会場メインステージでは、和太鼓や書道パ
フォーマンス、よさこい、ストリートダンス、チ
アリーディング、ボディビルが披露され来場者を
楽しませた。また、山車会館前広場内では、飲食
店が立ち並び賑わいをみせる中、当会が開発した
「墨絵のハローキティタオル」と「栃濃ブラック」
のＰＲに総務委員会が取り組んだ他、提言委員会
が「栃木市に、もっと充実させてほしいものは？」
と題して、市民に意識調査を行った。さらに、蚤
の市通り会場では、ゆいのマルシェが開かれ、ア
クセサリーや小物の販売、ワークショップなどが
催され、銀座通り会場では、栃木青年会議所によ
る小江戸あんぐら通りと題して、落語やコント、
マジックなどが、巴波川会場では、３日に鎮魂線
香花火と平和祈願灯ろう流しが開催された。（詳
細１P）
　今回の蔵の街サマーフェスタで、２日の後半、
雨天に見舞われ、毎年恒例のダンシングヒーロー
や蔵踊り、ステージイベントが中止となったこと
が悔やまれる。
　私達YEGは、今後も、市民一体となった魅力あ
る地域づくりのために、若い発想とパワーをもっ
て貢献していきたい。　

実行委員長　松島　陵介

「鎮魂線香花火・平和祈願灯ろう流し」に協力
　８月３日、市内で開催された「鎮魂線香花火・平和祈願灯ろう流し」において、当会々
員11名が運営に携わった。今年も受付を通じ、参加されるお子様や保護者の方々と
触れ合い、積極的な声掛けや案内を行いながら、イベントの円滑な進行を目指し主
体的に取り組んだ。
　今年で４回目となるこのイベントに初回から携わり、子どもたちの成長と新しい
顔ぶれに触れ、多くの方々の心に残る、夏の大切な思い出のひとつとなることを願っ
た。子供たちは目を輝かせながら思い思いの願い事を書き、仕上げた灯ろうを大事
そうに抱えていた姿が印象的であった。　　　　　
　この取り組みを通じて、地域の活気を実感し、今年もこのような素晴らしい事業
に参加できた喜びを深く感じた。当イベントが地域にとって大切な夏の風物詩とし
て続いていくことを願い、今後も地域の発展や観光の振興に貢献してまいりたい。

集合写真（上段：1日目　下段：2日目）

ステージパフォーマンス

松島実行委員長挨拶 ＹＥＧブース 市民意識調査


